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お買い上げありがとうございました。

ご使用になる前に、この取扱説明書を必ずお読みいただき、正しくご使用ください。

この説明書は必ず保管してください。

●
●
●

無印良品
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安全上のご注意

●ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危害

や財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。
●注意事項は次のように区分しています。

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性
や物的損害のみの発生が想定される内容を
示します。

絵表示の例

記号は、「しなければならないこと（強制）」
の内容をお知らせするものです。

（左図の場合は電源プラグを
コンセントから抜く）

（左図の場合は分解禁止）

記号は、「してはいけないこと」の内容
をお知らせするものです。

電源プラグ
を抜く

	 使用後は必ず電源スイッチを切り、
電源プラグをコンセントから抜く。
火災・感電の恐れがあります。

必ず守る

	 定格電流�0A以上のコンセントを単独で使う。
他の器具とコンセントを併用すると、
発火・感電の恐れがあります。

必ず交流�00Vで使う。
（日本国内専用）
火災・感電・やけどの恐れがあります。

禁		止

	電源コードや電源プラグが傷んだ
り、コンセントの差し込みがゆるいと
きは使わない。
火災・感電・やけどの恐れがあります。

電源コードを傷つけない。（無理に曲げ
ない・ねじらない・引っ張らない・重い
ものをのせない・熱いものに近付けない・
束ねない・挟み込まない・加工しない）
火災・感電の恐れがあります。

禁		止

	 ねじれが戻らなくなった電源コードは使わない。
電源コードが断線し、
火災・感電・やけどの
恐れがあります。

本体に電源コードを巻きつけない。
電源コードが断線し、火災・感電・や
けどの恐れが
あります。

使用中、通電ランプと温度レベル表示部の表示が
消えたり、つかなかったりするときは使わない。
電源コードが断線している可能性があり、
感電・ショート・発火の恐れがあります。

かつらや付け毛には使わない。
熱による変質・変色・変形の恐れが
あります。

子供だけで使わせない。乳幼児に使
わない。幼児の手の届く所で使わな
い、保管しない。
感電・けが・やけどの恐れがあります。
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安全上のご注意

禁		止

	落としたり、ぶつけたりしない。
損傷したら使わない。
感電・発火・けがの恐れがあります。

パーマ液を毛髪に塗布した状態で使わ
ない。
毛髪を著しく傷めたり、断毛や皮膚
障害などを起こす恐れがあります。

業務用として使わない。また、不特定
多数の人が使う場所に置かない。
連続過負荷による故障の恐れがあり
ます。

電源スイッチを入れたまま放置しない。
布団・紙など燃えやすいものの上に
置かない。
火災の原因に
なります。

本体が熱い状態のときは、水タンク
を着脱しない。
やけどの恐れがあります。

クリップを手で持って、無理に開かな
い。また、無理に左右に動かさない。
故障の恐れがあります。

接触禁止

	使用中・使用直後のアイロン部及び
アイロン部裏側は、高温のためさわ
らない。
やけどの恐れが
あります。

禁		止

	引火性のもの（ガソリン・ベンジン・	
シンナー・ガスなど）の近くで使わ
ない。
爆発・火災の恐れがあります。

アイロン部・クリップが熱い状態の
ときは、ビニールなど溶けやすいも
のの側に置かない。
火災の原因になります。

水場禁止

	 浴室や湿気の多い所で使わない。
保管しない。
絶縁劣化などにより、感電・火災・
ショートの恐れがあります。

水ぬれ禁止

	水につけない。水をかけない。
ショート・感電の恐れがあります。

ぬれ手禁止

	ぬれた手で使わない。
ショート・感電の恐れがあります。

分解禁止

	改造はしない。修理技術者以外の人
は、分解・修理しない。
火災・感電・けがの恐れがあります。

電源プラグ
を抜く

	 コンセントから電源プラグを抜くと
きは、電源プラグを持って抜く。
電源プラグが傷んで、感電・ショート・
発火の恐れがあります。

必ず守る

	アイロン部・クリップは顔からはなし、
顔や耳に触れないよう注意して使う。
やけどの恐れがあります。

禁		止

	 整髪以外の用途やペットには使わない。
やけど・火災・故障の恐れがあります。
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各部のなまえとはたらき

アイロン
髪にやさしいセラミックコーティ
ングを施しています。

■自動電源OFF機能について

電源スイッチを入れた状態で、操作
終了後、約30分経つと、自動で電源
がOFFになります。

■マイナスイオンの毛髪へのはたらき

マイナスイオン吹出し口から発生したマ
イナスイオンを帯びた微細な水分子が、
キューティクルを保護します。

温度レベル表示部

温度のレベルは■～■の間で調節できます。

■温度目安

温度レベル � 6 �� �6 �� �6
温度（約） 90℃ �00℃ ��0℃ ��0℃ ��0℃ �40℃

表示
Lo

Hi

電源スイッチ

ブッシュ

電源コード

電源プラグ

通電ランプ
通電ランプが点灯していると
きに、イオンが発生します。

クリップ

温度調節ボタン

ボタンHi

ボタンLo

クリップノブ
クリップを開くときに押します。

マイナスイオン吹出し口

■付属品

アイロンケース

スタンド
置くときは、アイロンが高
温になるので、スタンドを
起こして置いてください。

（→P.5）
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1アイロンケースから本体と	
アイロン部を取り外し、接続する。

2電源プラグをコンセントに差し込む。

3電源スイッチを長押し（約�秒）する。

●	通電ランプが点灯します。
●「ビーッ」と鳴って、温度レベル表示部にスチー
ムが使える温度レベル■が表示されます。

●	通電中、本体を置くときは、必ずスイッチ部を上向きにしてください。
側面は高温のため、マットやじゅうたんが溶ける恐れがあります。

4 または ボタンを押して、温度レベルを設定する。

●	■～■まで設定できます。
●	温度レベルは、 を押すと上がり、 を押すと

下がります。
●	■より大きいレベルで使うときは、同じ所に5秒以

上とどめて使わない。髪がこげる原因になります。

使いかた

■が表示

レベルが上がる

レベルが
下がる

5設定した温度になると、「ビビッビビビ」と鳴り、使えます。（→P.5～8）
IPM70は約3分、IPM71は約5分で使える温度になります。

6使用後は、電源スイッチを長押し（約�秒）し
て切り、電源プラグをコンセントから抜く。

7完全に冷えてから、アイロン部と本体をアイロ
ンケースに入れ、湿気の少ない所で保管する。

ご 注 意

●	本体に電源コードを巻きつけない。電源コードが断線する恐れがあります。
●	塗装がはげる恐れがあるので、ヘアカラーリング剤のついた手でさわらない。
　

本体

アイロン部

差し込む

本体アイロン部

②引き抜く

①押す
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1�cm程度の幅で毛束をとってはさみ、
毛先まですべらせる。

1回に巻く量は、アイロンからはみ出さないように

します。

2毛束を巻き、そのまま約5秒間静止
させる。

髪質などに合わせて、くせづけ時間を調整してく
ださい。

3クリップを開き、アイロンを髪から
はなす。

アイロン�IM04

クリップノブ

髪の巻きかた

■本体を置くとき

スタンドを起こし、テーブルの
上など安定した場所に置く。

（使うときは、スタンドを本体の
方に倒す。） スタンド

ご 注 意

●	同じ所に5秒以上続けて使わない。髪を傷める原因になります。

●	ぬれた髪には使わない。うまくカールがつかない原因になります。

●	ヘアカラーで毛染めした場合は、2～3日経ってから使う。

●	ヘアマニキュアで毛染めした場合は、シャンプーで充分に洗い流し、髪を
完全に乾かしてから使う。髪がぬれていると色落ちし、色素が付着して
ヘアーアイロンを傷めることがあります。

●	縮毛矯正をかけた髪の場合は、髪を傷めることがあるので、使わない。
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基本

髪
を
き
れ
い
に
巻
く
た
め
に

巻く前のコツ

1髪がぬれている場合は、ドライヤーなどで乾かす。

2カール用ローションなどで
少し湿らせる。

3ブラッシングして、髪のからまり・ほつれなどを取り
除く。

4図のように、毛束に分けて
ヘアクリップなどで
ブロッキングする。

アイロン�IM01

アイロン�IM02

8

1

2 3

4

5 6

7

アイロン�IM03

Let's	styling

内巻き

クリップを外側にする クリップを内側にする

外巻き内
巻
き
・
外
巻
き
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巻きかた

アイロンを立てて、毛先か
ららせん状に巻き込む。

前（顔側）へ向かって内巻き
にする。

バックと同様に内巻きに
する。
フェイスラインの髪が短い

（5cm以下）場合は、後ろへ
向かって外巻きにすると華
やかに。

応用

く
っ
き
り
巻
き

バック

サイド
アイロン�IM06

仕上げ

全体的に手ぐしでカール
を適度にほぐし、ヘアー
クリームやワックスなど
で整える。

巻きかた

アイロンを立てて、毛束の
中間部をらせん状に巻く。

（毛先は巻き込まない。）

内巻きと外巻きを交互に
繰り返す。

後ろへ向かって外巻きに
する。

バック

サイド
仕上げ

トリートメントをつけて
ボリュームダウン。

アイロン�IM05

ゆ
る
巻
き

Let's	styling
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アドバイス

アイロン�IM04

硬めの髪の方は

1度に大量に巻くとクセ
がつきにくいので、毛束
の幅を細くとって巻き
ます。

軟らかい髪の方は

ボリュームが出にくい
ので、アイロンの中央部
に強めに巻きます。

毛先までしっかり
巻きたいとき

クリップを少しだけ浮
かし、アイロンをスライ
ドするように、毛先ギリ
ギリまですべらせます。

お手入れのしかた

アイロン�IM10電源スイッチを長押し（約2秒）し、お知らせランプ
が消えたら電源プラグを抜き、冷えてからお手入
れする。

乾いたやわらかい布で汚れを拭き取る。

■汚れが落ちにくいとき

「石ケン水」または「水で薄めた中性洗剤」に浸した
やわらかい布をよく絞って拭き取る。

ご 注 意

●	水洗いは絶対にしない。

●	アルコール・ベンジン・除光液などで拭かない。

Let's	styling

アイロン�EPM�09 アイロン�EPM�10
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仕　

様

品名 マイナスイオン	ヘアーアイロン（カール用） 電源コード長さ �.8m

形名 EMM-�� 重量 46�g（ケース重量含む）

電源 AC�00V	50-60Hz 付属品 アイロンケース

消費電力 ��0W

寸法
高さ80×幅��5×
奥行き4�mm	

（パイプ径φ��mm）アイロン温度
��0℃

（周囲温度�0℃の場合）

故障かな？と思ったら

こんなときは 考えられる原因 こう処置してください

初めて使用するとき、
においがする。

ヒーターによる加熱のた
め、多少のにおいがする
ことがありますが、故障
ではありません。

そのままご使用ください。

電源コードがねじれて戻
らなくなった。

電源コードが断線しかけ
ている。

すぐに使用を中止し、お
買上げ販売店にご相談く
ださい。

電源コードを折り曲げた
り、電源コードを回転さ
せると、通電したり、しな
かったりする。

こげくさいにおいがする。

アイロン部が温まらない
ことがある。

その他の異常・故障が
ある。

電源プラグが異常に
熱い。

コンセントの差し込みが
ゆるい。

コンセントに原因がある
場合があります。
最寄りの電器店にご相談
ください。

マイナスイオンの効果
が感じられない。

以下の人には効果が現れにくいことが
あります。縮毛の人・髪のクセが強い人・
髪が細く軟らかい人・髪が短い人・縮
毛矯正をかけて間もない人・もともと
髪質がしっとりしている人



�0

アフターサービスについて

�.保証書について	―――――	保証期間はお買い上げ日より１年間です。

この取扱説明書には裏面に商品の保証書が付いています。保証書はお買い上げ販売店で「販売店
名・お買い上げ日」などの記入をご確認の上、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

�.補修用性能部品の保有期間

当社では、この商品の補修用性能部品（商品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は
製造打ち切り後6年としております。

4.ご使用中にふだんと変わった状態になったとき

ただちにご使用を中止し、お買い上げ販売店に点検・修理をご依頼ください。お客様ご自身での
分解修理は危険です。（修理には特殊な技術が必要です。）

�.修理を依頼されるとき

●保証期間中は商品に保証書を添えてお買い上げ販売店にご持参ください。保証書の記載内容
にそって修理いたします。

●保証期間が過ぎているときはお買い上げ販売店にご相談ください。修理により使用できる場
合は、お客様のご要望により有料修理いたします。

『長年ご使用のヘアーアイロンの点検を！』
●ご使用前に必ず電源コード・アイロン部に傷などがないか
　お確かめください。
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